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Fig. 4　 症例 1 のMRI 画像造影T1 強調画像冠状断（a）と術中写真（b）．腫瘍被膜が観察され腫瘍を被膜ごと摘
出した．









72.1 ng/ml，術後 3.8 ng/ml）．
　症例 2．前頭蓋底へ伸展した下垂体腺腫（拡大蝶
形骨洞手術）
Fig. 6　 症例 3 のMRI 画像造影T1 強調画像冠状断（a）と術中写真（b）．左上顎洞を経由して上顎洞
後壁において腫瘤（＊）に到達．
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